
①
公
共
下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会

計
化
の
意
味
す
る
も
の
は

②
下
水
道
料
金
へ
の
影
響
は

③
市
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

④
上
下
水
道
審
議
会
に
な
ぜ
諮
ら
な

い
の
か

①
奨
学
金
の
対
象
者
の
拡
大
を

②
学
童
保
育
の
設
置
基
準
の
緩
和
へ

の
対
応

③
入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

①
知
立
市
平
和
都
市
宣
言
の
意
義
と

平
和
教
育

②
平
和
行
政
・
教
育
の
さ
ら
な
る
推

進
に
つ
い
て

③
被
爆
者
援
護
と
「
被
爆
２
世
」
へ

の
支
援
に
つ
い
て

①
町
内
ゴ
ミ
集
積
所
運
営
方
法
に
つ

い
て
、
主
な
変
更
点
と
対
応
は

②
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
支
援
は

◇
在
宅
要
配
慮
者
の
把
握
と
支
援
方

法
に
つ
い
て

◇
福
祉
避
難
所
の
運
営
と
課
題
に
つ

い
て

③
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い

て◇
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
認
識
に
つ
い
て

◇
市
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
議

18
人
が
一
般
質
問

12
月
５
、
６
、
７

日

ぜ
ひ
傍
聴
に

知
立
市
議
会
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
12
月
５
、
６
、
７
日

の
３
日
で
す
。
質
問
通
告
は
20
名
中
18
名
の
議
員
か
ら
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
市
議
団
の
２
名
は
市
政
の
重
要
課
題
、
切
実
な
市

民
の
要
求
実
現
に
む
け
奮
闘
し
ま
す
。
質
問
内
容
と
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

か き つ ば た ２０１８年 １２月２日 ＮＯ．１９６４

佐
藤
お
さ
む
市
議

牛
野
北
斗

市
議

12月５日

（水）
午前10時～

12月５日
(水）

午後４時頃

奨学金の対象者拡大

当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て

学童保育設置基準

12
月
議
会

公
共
下
水
道
の

公
営
企
業
化
に
つ
い
て

当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て

平和都市宣言を

生かした行政

公共下水道の

公営企業会計化

Ｎｏ.１９６４

2 0 1 8 . 1 2 . ２

日 本 共 産 党

知 立 市 議 団

連絡先：牛田町

牛田境２６－５

TEL83-2900

入札制度の改善

日本共産党

知立市議会１２月定例会日程

12月 摘 要

３日月 本会議（開会・提案説明）

５ 水 本会議（ 一般質問）

６ 木 本会議（ 一般質問）

７ 金 本会議（ 一般質問）

11 火 本会議（質疑）予算決算委員会

13 木 市民福祉委員会 予・決算分科会

14 金 建設水道委員会 予・決算分科会

17 月 企画文教委員会 予・決算分科会

18 火 予算・決算委員会分科会予備日

20 木 予算・決算委会

21 金 本会議（討論・採決・閉会）

開会時間はいずれも午前10時です。開かれ

た議会を目指しています。ぜひ傍聴を。

町内ごみ集積所

平
和
都
市
宣
言
を
生
か

し
た
行
政
・
教
育
の
推
進

など質問

◎毎週土曜日 午前10～12 時

(一人30分まで）

◎場所:日本共産党知立事務所

（知立市牛田町牛田境26－5）

◎お申し込みは

日本共産党市会議員まで

弁護 士に よる

無 料法 律相 談


